
(別紙様式)

令和２年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名：和歌山県立きのくに青雲高等学校（定） 学校長名：阿形 武芳 印

めざす学校像 ・生徒の抱える様々な課題解決を支援し、生徒自身の自己肯定感や自己有用感を高め、地域社会に ・基礎学力の定着を徹底し、学ぶ楽しさや「わかる・できる」を実感させるため、生 十分に達成した。
育てたい生徒像 貢献でき、自らも幸福な生活を営むことができる力を育成する学校。 徒の実態やニーズにあった授業を行う。 Ａ （８０％以上）

・地域に根ざし、勤労と勉学を両立させ、社会に貢献できる心身共に健全な自立した生徒。 中期的な ・自ら社会に参画しようとする意識を育て、将来、社会的・職業的に自立し、社会の 達
目標 中で自分の役割を果たしながら、自己実現を図る力を養う。

・基本的生活習慣を確立するとともに、他者との協調や協働を図りながら社会で生き Ｂ 概ね達成した。
本年度の重点目標 １ 基礎学力の定着を徹底し、生徒の実態やニーズにあった授業の充実に努める。 ていける力やスキルを育む。 成 （６０％以上）

(学校の課題に即 ２ 適切な職業観・勤労観を育てるキャリア教育を充実させる。 Ｃ あまり十分でな
し、精選した上 学校評価の 度 い。（４０％以上）
で、具体的かつ ３ カウンセリングマインドに基づいた生徒指導を行い、地域社会・外部関係機関と 結果と改善 育友会総会等を通じて保護者への周知を図る。
明確に記入する） の連携を深め必要な支援を行う。 方策の公表 ホームページに掲載する。 Ｄ 不十分である。

の方法 （４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （３月１０日 現在 ） 令和３年１月 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

本校入学生徒の多くは、学 生徒の実態にあっ 生徒の実態に即した授業内容を ・達成感や自己肯定感をもた 各教員は、生徒が達成感を感じ 卒業率は８５％であり、前年度 ○以下の評価項目について、高い評価をい
習に対して強い苦手意識をも た授業改善や、主体 工夫し、評価を含めた授業改善で せる授業を実施する。 られる授業を意識し取り組んだ。 よりわずかに低い割合となった。 ただいた。
ち自己肯定感も総じて低い。 的な学習を促す取組 達成感や自己肯定感を養うことを ・卒業率を前年度より向上させ 卒業率は前年度と比較してわずか 年度当初の卒業予定者を卒業に結 ・本校の教育目標はわかりやすく示されて
そのような生徒たちが、入学 が組織的に十分行わ 目指し出席率･卒業率を向上させる。る。 に減少した。 びつけられるよう粘り強く指導 いるか。
時から授業についていけず学 れているか。 し、今後も卒業率の改善に努めて ・本校の生徒は明るく生き生きと学校生活
習態度が消極的になったり、 いきたい。 を送っているか。
学年が進行しても授業への取 教育内容を精選し、社会貢献や ・卒業後に自立した市民とし 漢字テスト等、実生活に役立つ また、授業を中心として生徒が ・本校は保護者や地域の方々と連絡・連携

１ り組む意欲が見られないこと 実社会で役立つ学力の向上を目指 て役立つ力を育むことを意識 基礎学力の向上を目指し取り組め Ｂ 達成感や自己肯定感を経験できる がうまくとれているか。
が多々ある。このことが、学 す。 した授業を実施する。 た。 工夫と、生徒と教師の良好な関係 ・本校には他校にない特色があるか。
力向上を阻み、卒業率が上が を促進させる取り組みをより充実 ・本校は生徒に対して分かりやすく充実し
らない原因の一つになってい 公開授業や研究授業等を通じて、・公開授業または研究授業を 全教員が公開授業を行い、「書く」 させていきたい。 た授業を行っているか。
るものと考えられ、解決すべ 指導方法の工夫や改善を図り、言 教員一人あたり年１回以上実 「話す」などの言語活動を取り入 ・本校では、基本的な生活習慣や規範意識
き課題である。 語活動の充実を中心に据えた魅力 施する。 れた授業を実践した。 を身に付けるため適切な指導が行われてい

ある授業の確立を目指す。 ・授業において「書く」「話す」 るか。
活動を中心にした言語活動を充 ・本校では、生徒が将来社会人として生き
実させる。 ていくための取組は十分行われているか。

・本校の学校行事等は充実しているか。
生徒の幅広い進路希望に対 生徒一人一人の職 個人面談や面接指導等を積極的 ・学級担任や進路指導担当者 地道な面談等を重ねることで、 諸事情を抱えた生徒が多いた ・本校では、進路に関する情報提供に努め

応するためには、キャリアカ 業観・勤労観を高め、 に行い、進路希望の実現を目指す。 との面談を密に行う。 進路希望の実現を図ることができ め、個々の状況に見合った進路希 ているか。
ウンセリングを身につける必 自身の進路目標を明 ・就職指導員を活用し、希望 た。 望に対応しなければならず、常に ・本校では、生徒の健康や安全に関する指
要がある。 確に持つことができ の実現を図る。 キャリアカウンセリングの視点を 導が適切に行われているか。
本校のキャリア教育は、教 ているか。 コロナの影響で、例年通りの説 持って接する必要がある。 ・本校では、校舎、校庭、教室の環境美化

育活動全体を通して行ってお 年間行事計画の中 企業説明会、進学説明会、オー ・進学希望校への体験入学等 明会等がほとんど実施できなかっ や整理整頓ができているか。
り、指導力の向上を図ること にキャリア教育の視 プンキャンパス等への積極的な参 や就職説明会等への参加を促 たが、さまざまな機会を設け、進 年々自分の進路決定ができない ・本校の施設・設備が充実しているか。
が求められている。 点をもった活動内容 加を促し、進路ガイダンスやキャ し、進路決定へとつなげる。 路への意識喚起をできるだけ行っ 生徒が増えている傾向にある。と
一人でも多くの生徒が進路 が取り入れられてい リア講演会等を通して生徒に明確 ・進路ガイダンスおよびキャ た。 りあえず卒業ではなく、具体的な ○以下の評価項目について、次年度に向け

先を決めて卒業するための対 るか。 な進路目標をもたせる。 リア講演会の更なる充実を図 進路目標を意識させるように努め 改善を要するとの評価をいただいた。
２ 策として､就職試験や進学試 進路目標を達成す る。 キャリア教育の視点をもった授 Ｂ ていきたい。 ・本校の教育活動に保護者や地域の意見を

験を受験する生徒の学力向上 るために授業の中で、 進路ＬＨＲや個別相談等でサポ ・サポートステーション和歌 業を各教科等で展開したことで、 取り入れているか。
およびコミュニケーションの 学力の向上に関する ートステーション和歌山と連携し、山と連携し、多面的に生徒を 就職試験や推薦・一般入試に対応 社会に求められている一つに、 ・本校の生徒会活動や部活動は活発である
スキルアップを図る取り組み 取り組みが行われて 生徒の進路意識を高める。 サポートする。 する力を身に付けることができた。 コミュニケーション能力がある。 か。
を実施する必要がある。 いるか。 さまざまな機会を通じてその能力

各教科等において、キャリア教 ・各教科等でキャリア教育の 新しい入試制度に対応するため、 の向上を図りたい。また、基礎的
育の視点をもち、生徒の進路目標 視点をもった教育課程の編成 学習活動等を工夫し、コミュニケ な学力が身についていることも求 ○以下の意見をいただいた。
が実現できる授業の実践に取り組 を行う。 ーション能力の向上を図ることが められている。繰り返し学習する ・学校運営等は概ね良好であると考える。
む。 ・新しい入試制度に対応する できた。 ことで、定着するように取組を充 ・学校がより発展できるよう協力していき
「主体的・対話的で深い学び」 ため、グループワークによる 実していきたい。 たい。

を実現できる授業を展開するとと 学習活動を取り入れていく。 ・今年度は新型コロナウィルス感染症対策
もに、コミュニケーション能力の で大変な一年でした。今後、オンライン授
向上を図る。 業やＩＣＴ機器等の有効活用に期待します。

不登校生徒が多数在籍して 多様化してきた生 現職教育、昼夜別会議等を活用し、 ・生徒情報を共有するために、 個人記録カードにより、卒業までの 多様化する生徒に応じた支援を行
いる状況から、きめ細かな指 徒一人一人に対する 指導方針・生徒の状況等について全 職員会議等で常に情報交換を行 一貫した指導ができるようになった。 うために、外部機関とのさらなる連
導に尽力してきた。近年は、 適切な指導を行って 教職員の共通理解を図り、多様な問 ったり、「個人記録カード」の活 現職教育で知識・情報の共有を行っ 携の充実を図るとともに、保護者等
問題行動が多様化するととも いるか。 題行動に対する適切な指導方法等を 用の充実を図る。 た。また、「やすらぎの部屋だより」の との連携を強化できるための機会の
に精神的に未発達・不安定な 教職員や関係機関 組織的に検討していく。 ・中途退学率１０％以下を達成 発行で教育相談班の活動を紹介し、子 確保に努め情報提供を行う。
生徒や特別な支援が必要な生 との連携を密に指導 教員のカウンセリング力を高め、 する。 育て支援父母の会では、SC・SSW を交 また、一人一人の生徒に適した対
徒の入学も増加しており、個 にあたっているか。 不登校克服を更に実現する。 ・不登校回復率を更に高める。 えての保護者からの相談、活発な情報 応を行うために、現職教育、情報提
に応じた指導が一層求められ 保護者との信頼関 生徒が抱える課題の早期発見及び ・「居場所」により、生徒支援の 交換ができた 供等の充実を図りたい。
ている。 係を深めるような指 登校・授業参加の動機付けのため、 充実を図り、不登校の解消や授 支援委員会では、SC・SSW を交えた
また、家庭環境が複雑化し 導にあたっているか。 校内に生徒が相談できる「居場所」 業参加率を高める。 ケース会議を開き、より具体的な取り Ｂ 生徒理解に努め、表出する問題行動

てきており、保護者との連携 学校運営協議会等 を設置し、生徒支援の充実を図る。 組みができた。 を未然に防ぐ指導を行う。毅然とし
３ が取りづらい状況も多い。毅 を通して学校と地域 SC、SSW等を更に活用し、関係機 ・支援委員会を開いて、定期的 外部機関職員と連携した「居場所事 た指導とともに生徒、保護者に寄り

然とした指導とともに、生徒、 の連携・協働ができ 関との連携に努め、迅速・適切な対 な情報交換を行い、関係機関と 業」 は生徒の居場所の一つとなってき 添った指導を心がける。
保護者に寄り添った指導を心 ているか。 応を図る。 の連携等により問題解決を図る。 た。 喫煙防止指導を積み重ね、生徒の
がける。 交通安全教育、喫 意識を向上させる。日頃より交通マ
自転車や原付自転車の交通 煙防止指導、薬物乱 保護者との連絡を密にし、共通理 ・保護者との連絡、面談や家庭訪 生徒一人一人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを意識して、 ナーに関する指導を行い、命に関わ

安全指導を充実させる。 用防止指導が組織的 解のもと生徒の指導を行う。 問の機会を増やす。 生徒指導を行った。指導を要する生徒及び保 る事故が発生しないよう指導する。
喫煙防止指導、薬物乱用防 に行われているか。 また、地域との連携を図る。 ・学校運営協議会との連携を図る。 護者と面談し、理解、連携に努めた。 また、生徒が授業に参加し、学力向

止指導に取り組む。 コロナウイルス感染症の影響で予定してい 上するよう、環境整備に努める。
生徒が安心して学習に取り 交通マナー指導を充実させる。 ・毎朝の通学指導を行う。 た講演会などが実施できなかったが、部員で

組める学習環境の整備に取り また、喫煙防止、薬物乱用防止指導 ・交通安全マナー教室や交通安全 喫煙・薬物乱用・ネット依存などについての
組む。 に取り組む。 テストを実施し交通安全意識の向 特別授業を行い指導した。

上を目指す。


